
 

【導入】 
突然でした。「叔父が亡くなった」という知らせ。 
 
自宅での孤立死で、亡くなってから１か月以上たっていたそうです。 
 
私は…その事実を…容易には受け入れることができませんでした… 
 
叔父は、私が幼いころに「よく」遊び相手になってくれました。 
両親が共働きで、兄弟がいなかった私にとって、当時唯一の、遊び相手でした。 
私たち家族が引っ越してからは、疎遠になってしまい、もう何年も顔を合わせてはいません

でした。 
しかし、私にとっては「今でもずっと」大切な存在でした。 
 
そんな叔父が孤立死をとげた… 
彼を助ける人も、彼の死に気が付く人もなく… 
たった一人取り残され… 
どれほど、無念だったことでしょうか？ 
 
私が少しでも、叔父の存在に気を配っていたら。 
こんなことになっていなかったかもしれない。 
 
本弁論では、孤立死の問題意識を共有し、その解決策を訴えます！ 
 

【現状】 

そもそも、孤立死とは、 

厚生労働省の定義（ていぎ）によると、 

「だれにも看取られずに死の瞬間を迎え、遺体として発見されること」 

とされています。 

 
この孤立死。 

近年、増加の一途（いっと）をたどっています。 

内閣府の調査によると、１０年間で２倍以上の増加。 

今や、年間でなんと１万７千人もの人が孤立死をしているのです。 

 
そしてその大半を高齢者が占めています。 

東京都の調査によると、孤立死をしてしまう人の約7割が65歳以上。 

多くの高齢者が孤立死に追い込まれているのです。 

 
（間） 

では、高齢者は孤立や孤立死についてどう考えているのでしょうか。 



 

 
一人暮らしの高齢者の多くは孤立的な環境に不安や恐怖を感じています。 

実際に、７割の高齢者は、病気や怪我を負った際に頼る相手がいないと回答しています。 

 

誰にも頼ることができないために、症状が悪化したり、最悪の場合には亡くなってしまう。 

孤立した状態に陥ることを不安に感じているのです。 

（間） 

また、彼らは孤立死してしまった後の、悲惨な状況をも不安に思っています。 

孤立死から発見されるまでの日数は、平均してなんと40日！ 

死後、長い時間が経過すると、およそ人とは思えないような、凄惨（せいさん）な姿に変わ

り果ててしまうのです。 
こうしたことから、高齢者の６割が孤立死後の自身の状況を懸念しています。 
 
つまり、1人で死んでしまうのではないかという孤立に対する懸念。 
悲惨な死を迎えるのではないかという孤立死の後の懸念。 
高齢者は、こうした懸念から、不安や恐怖をいだいているのです。 
 
（間） 
 
このような誰もが望まない孤立死。 

なぜ、近年、増加しているのでしょうか？ 

孤立死を生んでしまう要因が２点あげられます。 

一点目は、家族構成が変化し、家族とのつながりが希薄化したことです。 

具体的には、子や孫と同居する三世帯家族が減少しています。 

実際に、30年前と比較すると、その数は約4割減少。 

家族と同居して生活を送る、そうした世帯が減っているのです。 

その結果、1人暮らしの高齢者が、増加しました。 

20年前と比較すると、３倍にも増えているのです。 

つまり現在、多くの高齢者は、家族構成の変化によって1人で生活を送るようになったので

す。 

 
二点目は、地域における人とのつながりが薄れたことです。 
日常生活でのかかわりや助け合いといった、人とのつながりが少なくなっているのです。 

実際、厚生労働省の調査では、「地域の人との近所づきあいが減った」と答えた人が３０年

間で３倍に増加しました。 

 



 

以上、２点の家族、地域とのかかわりが希薄化したため、高齢者が社会的に孤立している状

況があります。 
そして、高齢者の半数以上が「周囲に頼れる人が少なくなり、孤立死を身近に感じる」 
と述べているのです。 
 
以上をまとめると、社会から高齢者が孤立し、多くの高齢者が孤立死に陥りやすい状況に

なっています。 
 

【問題点】 

ただでさえ、死は不安なものです。 

死ぬことは未知の体験であり、この世から去ることに人は恐怖を感じるものです。 

これに加えて、１人で死を迎える「孤独感」が、孤立死には存在します。 

 

もしものことがあっても… 

自分は、誰にも助けを求めることができないのではないか。 

もしも、このまま亡くなったら… 

誰も自分のことを見つけてくれないのではないか… 

 

死の恐怖に加え、「たった一人なんだ」という孤独感に苦しめられるのです。 

このような孤立死の現状を、このままにしてよいのでしょうか！ 

 

【理念】 

私は、孤立死を不安に思う人を救いたい。 

そのために現在、孤立した環境にある高齢者が、社会とのかかわりを持てるようにする必要

があります。 

 

安心して、最期をむかえたい。 

各々の形はあるにせよ、これは、誰もが望む生き方ではないでしょうか。 

いざというときに助けを求められる。誰かに見つけてもらえる。 

このような「誰かに頼れる」という安心感を。 

現在、孤立死を不安に思う人が持てるようにしたいのです。 

 
 
 
 



 

【方向性】 
では、こうした孤立死の問題を解決するために、どのような対策がとられているのでしょう

か。 
 
現在、国や地方は孤立死の防止や早期発見に向けた様々な政策を打ち出しています。 
 
政府による、一人暮らし高齢者の把握。 
一人暮らしの高齢者に対する定期的な訪問事業。 
ICTを活用した高齢者のw見守りシステム。 
水道、ガス、新聞などと連携した窓口の設置。 
 
ありとあらゆる対策を講じてきました。 
国としても、この問題を重要視し、対策を進めているのです。 
 
このような対策から、1人で暮らす高齢者の異変に、すぐに気づくことができた。 
と、その効果が、多くの地方自治体や政府の調査機関によっても認められています。 
 
（（深刻そうに・たたみかける）） 
しかし、それでもなお、孤立死の件数は、増え続けています。 
国が対策を講じているにもかかわらず、孤立死の件数は10年で二倍に増加。 
高齢者の増加率を上回るペースで増え続けているのです。 
この問題は、行政や民間サービスの取り組みだけでは、どうしても解決できない問題なので

す。 
 
【提言】 
そこで、私はみなさんに訴えたい！ 
 
（（ゆっくりと・語り掛ける）） 
孤立死という問題を解決するために、 
明日から家族や、近所の人とのつながりを大切にしてほしいのです。 
 
もしあなたに、離れて暮らす家族がいるなら。 
しばらく連絡を取っていない親戚がいるなら。 
少し意識して、連絡をこまめに取り合ってみてください。 
 
今まで、近所とのかかわりが少なかった、という人もいるかもしれません。 
だとしたら、明日から、あいさつを交わす程度でもいい。 
意識して、少しでもコミュニケーションを取るようにしてみてください。 
そして、近所の様子にも、少し目を配るようにしてみてください。 
 
行政や民間サービスの取り組みだけでは孤立死を解決できない現状。 
この現状を変えていくためには、こうした小さな思いやりの積み重ねが必要なのです。 
 
（間） 
 
 



 

孤立死を大幅に減らすことに成功した、愛知県愛西(あいさい)市の担当者はこう語ります。 
 
「最初は『近所の方へのあいさつを積極的にしよう』という運動から始まった。 
しばらくして、孤立していた人たちが、積極的にコミュニティに参加するようになった。 
昔は当たり前だったような周囲の人とのかかわり。 
これが現代の日本では失われてきているのかもしれない。」と。 
 
もちろん、小さな思いやりがすぐに、この問題の完全な解決につながるわけではありませ

ん。 
しかし、行政や民間サービスでの解決が難しい今、私たちの行動がこの問題の解決を担う当

事者でもあるのです。 
皆さんが、この弁論を聞いた後、ほんの少しの思いやりを積み重ねるだけでも、高齢者の不

安な気持ちを和らげることができるのです。 
そして、私達の小さな思いやりがやがて、孤立死という大きな問題を解決することにつなが

るのです。 
 
 
 
【締め】 
 
「孤立無縁」 
今この瞬間にも、孤立死を迎えてしまう人がいます。 
私は、叔父のような孤立死をする存在を１人でも減らしたい。 
そして、叔父の死を聞いたあの時のように。 
二度と後悔することがないように。 
 
（間） 
 
孤立死をする人を救うことができるのは、まさに私達一人ひとりの心がけです。 
みなさんが周りの人を思いやるだけで、彼らを救うことができるのです！ 
孤立死する人が、一人でも減ることを願って、本弁論を終了させていただきます。 
ご清聴ありがとうございました。 


